
若者の交流拡大促進について

【R8の方向性】R7年度の会議体運営を維持しながら、今後の自立に向けた種まき

※ミーティングなどを通して、市内で働く若者の生の声を聞き、結婚子育て施策に生かしていく機会としても活用

年度 目標 主な取り組み 市役所の支援

R8
【基盤づくり】
自立に向けた準備と
意識醸成

- 自然体験イベントの実施（市主導＋結リンク協働）
- 現メンバーの活動継続と新メンバーの取り込み
- コアメンバーの育成（リーダー候補の発掘）
- 活動の魅力発信（SNS・広報）
- 自主財源確保の検討（クラウドファンディング等）

- イベント費用の予算化
- 広報支援
- 組織自立に向けた意見交換や勉強
会の機会提供

【若者交流拡大企画アイデア】

若者交流企画テーマ 概要 実施見込み

自然体験
「当たり前を楽しもう！」

【会場】スターランドさかだに
【内容】星空鑑賞や屋外映画鑑賞、バーベキューなどと、

若者の交流ゲームを掛け合わせたイベント

・ R8年度に結リンク最初の交流企画
として実施

※クラウドファンディングの実施を通して、地域全体で若者の活動を後押しする機運を高めていく

【結リンク～大野で永年（ええねん）界隈～】

設立目的 「大野市子ども・若者計画」の若者への支援に関する重点取組として、職場や地域のつながりを活かした若者同士に
よる交流の拡大を促進することにより、若者の自然な出会いや地元定着、地域活性化につなげる

設立日 令和7年7月9日
名称の由来 メンバーによる話し合いで決定

「大野の結の心や良い部分を大切にし、つながりを広げ、長く住み続けられる地域にしたい」という思いが込められた
在籍メンバー 人数：20名（女性13名、男性7名） 年齢層：18～34歳 ※設立時点
メンバー所属先 子育て世代にやさしい企業9事業所（16名）、大野青年会議所（1名）、大野市（職員2名、地域おこし協力隊1名）
活動実績 ミーティング５回（7月、8月、10月、11月、2月）、市長との対話集会（12月）
活動成果 令和8年度の若者交流拡大事業「自然体験交流会」の実施概要案をとりまとめ
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